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百
歳

　
こ
れ
か
ら
も 

　
　
　
お
元
気
で

　
市
は
、
11
月
に
満
百
歳
を
迎

え
た
小
原
さ
ん
に
、
祝
い
状
と

記
念
品
を
贈
り
長
寿
を
祝
い
ま

し
た
。

　
小
原
ミ
ヤ
さ
ん(

下
江
釣
子)

は
大
正
４
年
11
月
11
日
生
ま

れ
。
17
歳
で
故
幸
右
衛
門
さ
ん

(

和
賀
町
山
口)

と
結
婚
し
、
子

７
人
、
孫
８
人
、
ひ
孫
７
人
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
ち
ぎ
り
絵

や
押
し
花
が
趣
味
で
、
90
歳
の

時
に
は
、
和
賀
町
文
化
祭
に
最

高
齢
者
と
し
て
作
品
を
出
展
し

ま
し
た
。
25
年
２
月
か
ら
わ
が

の
里
に
入
所
し
て
い
る
ミ
ヤ
さ

ん
。
細
か
い
こ
と
は
気
に
せ

ず
、
好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
食

べ
る
こ
と
が
長
生
き
の
秘
訣
だ

そ
う
で
す
。

祝い状を手にするミヤさん(中央)

 北上市農業委員会の委員
　　　と農地利用最適化推進委員を募集します

　農業委員会等に関する法律の一部改正が、９月４日に公布されました。
　このことにより農業委員は、選挙による選出から市長が議会の同意を得て任命する方法に変
わります。委員数も現在の半分程度に変更となります。
　また、農地利用最適化推進委員が新設され、委員は担い手への農地利用の集積・集約化、耕
作放棄地の発生防止・解消などの地域における現場活動を行います。
　市と農業委員会は、平成28年４月から活動していただける｢農業委員｣と｢農地利用最適化推
進委員｣を募集します。どちらも、特別職の非常勤職員となります。

農業委員 農地利用最適化推進委員

業務内容

●委員会で、農地の売買による権利移動や農地転用な
　どについて審議し、最終的に許認可の決定を行いま
　す
●市全体での、農地利用の最適化を推進します

●担当地域をもち、農地利用の最適化(担い手への集
　積・集約化、耕作放棄地の発生防止・解消、新規参
　入の促進)に関する現場活動を行います

募集人数 若干名 若干名

応募資格

【次の要件をすべて満たしている人】
　１　北上市に住民登録をしている
　２　農業に関する見識を有し、農業委員会の職務を
　　　適切に行うことができる
　３　地方公務員法(昭和25年法律第261号)第16条各
　　　号に該当しない

【次の要件をすべて満たしている人】
　１　北上市に住民登録をしている
　２　農業に関する見識を有する
　３　地方公務員法(昭和25年法律第261号)第16条各
　　　号に該当しない

任　　期 28年４月１日から31年３月31日まで(３年間) 28年４月以降に委嘱された日から31年３月31日まで

報酬(月額) 45,000円 25,000円

応募方法
28年１月29日(金)までに応募用紙に必要事項を記入し、持参または郵送(当日消印有効・〒024-8501北上市役
所)で次の問い合わせ先へ提出してください
※応募用紙は、同課に置いているほか市のホームページからもダウンロードできます。

選考方法 委員候補者審査員会による候補者の審査後、市議会の
同意を得て市長が任命します

農業委員会総会で候補者の審査後、市農業委員会が委
嘱します

問い合わせ 農林企画課(本庁舎３階)　☎72-8235 農業委員会事務局(本庁舎３階)　☎72-8247
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市の動き市の動き市の動き

県市町村 陸前高田市 宮城県 福島県 合計
世帯 ９(-1) 10(0) 10(0) 99(-1)

人数 11(-2) 17(0) 22(0) 189(-2)

県市町村 宮古市 山田町 大槌町 釜石市 大船渡市
世帯 ２(0) 14(0) 27(0) 18(0) ９(0)

人数 ４(0) 31(0) 45(0) 42(0) 17(0)

※( )は前月比。市で把握している人数です。市内に避難してい
る人で、まだ北上市に連絡していない人はご連絡ください。

市内の避難者状況   　　　     　 　    (11月30日現在)

の
指
導
、
体
験
学
習
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
今
年
で
10
年
目
と
な
る

が
、
地
域
ぐ
る
み
の
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
煤
孫
１
区
自
治
会
は
、｢

古
館

神
社
展
望
公
園｣

景
観
整
備
を
通

じ
た
地
域
づ
く
り
で
、
公
益
財
団

法
人
あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協
会

の
平
成
27
年
度
あ
し
た
の
ま
ち
・

く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞
の
振
興
奨

励
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
戦
国
時

代
に
こ
の
地
一
帯
を
治
め
た
、
和

賀
氏
家
臣
団
の
ひ
と
り
で
あ
る
煤

孫
氏
の
居
城
跡
を
住
民
の
手
で
公

園
化
し
、
歴
史
文
化
の
学
習
の
場

を
創
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
藤
根
地
区
自
治
協
議
会
は
、
北

上
平
和
記
念
展
示
館
や
藤
根
遺
族

会
な
ど
と
協
力
し
、
戦
後
70
年
平

和
記
念
事
業
と
し
て
後
藤
野
に

あ
る
岩
手
陸
軍
飛
行
場(

通
称
後

藤
野
飛
行
場)

ジ
オ
ラ
マ
を
製
作
。

ま
た
、
講
演
会
や
祈
念
誌
な
ど
で

戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を

唱
え
る
活
動
を
展
開
し
、
北
上
平

和
記
念
展
示
館
を
通
し
た｢

ま
ち

育
て｣

を
ね
ら
う
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
は
ま
だ
ま
だ

あ
り
、
市
民
の
プ
ラ
イ
ド
を
育
て

て
い
る
。
人
口
減
少
時
代
に
あ
っ

て
も
、
地
域
に｢

ま
ち
育
て｣

が
あ

る
限
り
、
地
域
が
衰
退
す
る
こ
と

は
絶
対
に
無
い
だ
ろ
う
。

　
身
近
な
事
柄
に
目
を
向
け
、
守

り
育
て
る
、
当
市
の｢

ま
ち
育
て｣

活
動
が
、
全
国
表
彰
な
ど
、
各
方

面
か
ら
評
価
を
得
て
い
る
。

　｢

岩
崎
地
区
青
年
会
虹
色
の
会

“
絆
”｣

は
２
０
１
３
年
度
全
国

地
域
青
年｢

実
践
大
賞｣

の
全
国
青

年
団
Ｏ
Ｂ
会
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

い
る
。
メ
ン
バ
ー
は
２
０
０
人
を

超
え
、
夫
婦
で
の
参
加
も
多
く
、

皆
、
自
由
な
発
想
で
、
楽
し
み
な

が
ら
活
動
し
て
い
る
。
若
者
の
参

加
が
少
な
い
地
域
は
、
ぜ
ひ
参
考

に
さ
れ
た
い
。
な
お
、
彼
ら
は

２
０
１
４
年
度
全
国
青
年
団
教
宣

コ
ン
テ
ス
ト
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
部
門

で
も
全
国
１
位
に
輝
い
て
い
る
。

　
黒
沢
尻
西
地
区
自
治
協
議
会
は
、

児
童
の
放
課
後
の
安
全
安
心
な
居

場
所
づ
く
り
事
業｢

は
ば
た
き
子

ど
も
広
場｣

で
、
文
部
科
学
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
た
。
小
学
校
の
空

き
教
室
な
ど
を
生
か
し
て
、
遊
び

｢

ま
ち
育
て｣

全
国
に
発
信

　
企
業
協
賛
感
謝
状
贈
呈
式
は
11

月
27
日
、
江
釣
子
庁
舎
で
行
わ
れ

南
部
電
気
工
事
株
式
会
社(

太
田

喜
直
取
締
役
社
長)

に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
希
望
郷
い
わ
て
国

体
・
希
望
郷
い
わ
て
大
会
北
上
市

実
行
委
員
会
に
協
賛
品
と
し
て
プ

レ
ハ
ブ
倉
庫
を
貸
与
。
プ
レ
ハ
ブ

倉
庫
は
、
仕
切
り
の
な
い
４
連
棟

タ
イ
プ
で
全
体
の
広
さ
は
39
・
22

㎡
。
江
釣
子
庁
舎
北
側
に
設
置
さ

れ
、
今
後
国
体
で
使
用
す
る
資
材

な
ど
の
一
時
保
管
場
所
と
し
て
使

用
し
ま
す
。
同
日
、
同
社
は｢

北

上
市
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
北
上

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
登
録
申
請
書｣
を

提
出
。
社
員
35
人
が
国
体
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

希
望
郷
い
わ
て
国
体
・
希
望
郷
い
わ
て
大
会

北
上
市
実
行
委
員
会
に
プ
レ
ハ
ブ
倉
庫
貸
与

　
平
成
27
年
度
特
殊
詐
欺
被
害
防

止
戸
別
訪
問
事
業
出
発
式
は
12
日
、

鬼
柳
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
問
題
と
な
っ
て

い
る
特
殊
詐
欺
被
害
を
防
止
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
地
域
の
実
態

を
よ
く
知
る
身
近
な
地
域
住
民
が
、

普
段
出
歩
く
こ
と
が
少
な
い
高
齢

者
宅
を
訪
問
。
詐
欺
防
止
の
チ
ラ

シ
配
布
、
目
立
つ
場
所
へ
の
チ
ラ

シ
の
掲
示
依
頼
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や

面
接
で
聞
き
取
り
を
し
た
内
容
か

ら
特
殊
詐
欺
防
止
の
た
め
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　
訪
問
は
、
北
上
市
防
犯
協
会
各

支
部
・
各
地
区
防
犯
連
絡
所
・
北

上
市
防
犯
隊
を
中
心
と
し
て
、
各

地
区
単
位
で
実
施
。
今
後
、
３
月

末
ま
で
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な

北
上
市
防
犯
協
会
が

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
戸
別
訪
問
を
開
始

出発式を行った北上市防犯協会鬼柳支部の
皆さん

ど
、
北
上
市
防
犯
協
会
の
各
支
部

(

市
内
13
地
区)

が
約
６
３
０
０
世

帯
を
訪
問
し
ま
す
。

　
同
日
は
、
先
駆
け
と
し
て
鬼
柳

支
部
が
出
発
式
を
行
い
防
犯
に
向

け
て
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

協賛品の目録を手渡す太田取締役社長(左)


